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１．調査概要 
調査概要を以下に示す。 

表 1-1 町民意識調査概要 

調査対象 15歳以上の町民 3,000人（無作為抽出） 

調査方法 郵送配布、郵送回収及びWEB回答 

調査日 令和５年（2023年）７月２６日（水）～８月２５日（金） 

調査項目 ・属性（年齢、お住まい、性別、職業、運転免許証の有無、福祉用具の使用） 
・町内公共交通（鉄道、路線バス、コミュニティバス、タクシー）の不満点 
・外出時の移動における目的や交通手段等について 
・新型コロナウイルス感染症の影響による移動の変化について 
・今後の公共交通としてふさわしい運行形態について 
・公共交通への町民意識について 

配布・ 
回収数 

配布数︓3,000票 
回収数︓1,291票（郵送回収︓1,194票、WEB回答︓97票） 
    ※8月 31日時点までに返送された調査票による集計 
回収率︓43％ 

 
【居住地別の回収状況】※人口比率により配布数は決定 
居住地 金久保 黛 忍保 八町河原 神保原町 七本木 嘉美 勅使河原 
配布数 280 22 57 44 459 1208 162 150 
回収数 110 8 28 17 201 520 64 71 
回収率 39% 36% 49% 39% 44% 43% 40% 47% 

         
居住地 帯刀 堤 三町 大御堂 長浜 五明 藤木戸 無回答 
配布数 49 88 159 112 95 55 60 ― 
回収数 20 33 59 44 33 21 26 36 
回収率 41% 38% 37% 39% 35% 38% 43% ― 

 
【本調査結果の有意性】 
以下の公式を用いて、本調査結果の回収数に対する有意性を検証する。 

𝑛𝑛𝑛𝑛 =
𝑁𝑁𝑁𝑁

�𝜀𝜀𝜀𝜀𝐾𝐾𝐾𝐾�
2 𝑁𝑁𝑁𝑁 𝑁 1
𝑃𝑃𝑃𝑃(1 − 𝑃𝑃𝑃𝑃) + 1

 

ε︓標本誤差（許容できるサンプリングの誤差（一般的には 5%以内）） 
K︓正規分布の性質から与えられる値 
（ε=5%の場合、1.96。ε=3.0%の場合、2.17） 

P︓調査結果の比率（最も安全側の値である 0.5とする） 
N︓母集団の大きさ（上里町人口︓30,354人（2023年 4月時点の町人口）） 
n︓回収数 

今回の回収数を上式の nにあてはめて、標本誤差を求めると 3.0%となる。 
一般的な基準である 5%を下回っており、本調査は有意性を確保できている。 
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調査票及び公共交通に関する調査の目的を示した概要を一緒に配布した。 
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２．調査結果 
本調査結果は、8月 31日までに返送された調査票を対象とする。 
なお、集計結果は端数処理により、合計値が 100%とならない場合がある。 

（１）回答者属性 

【年齢】                【お住まい】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【性別】                【職業】 
 

 
 
  

【性別】                【職業】                
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【運転免許証】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜年齢別＞ 

 

【福祉用具】 

使用する福祉用具 
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[n=124（複数回答あり）]


